
 1 

ギャラリー・エスポアール設立の経緯         2023.7/30 

1. 「片瀬山風致地区での無線基地局建設を考える会」の活動 

 

2021.12/2 モノレール片瀬山駅より西側に50m程上ったモノレール所有地で工

事をしていたので、地元の鈴木萬壽子さんが現場工事の人に尋ねた。楽天の基

地局で 15mの鉄塔をたてる穴を掘っているとのこと。 

12/3 写真を撮っていた  

*  モノレール側に電話したところ、「決まったわけではない」と、 

*  保線区の人にも聞いたところ、「上には話をする」とのこと。 

*  自治会長さんに知らせた。会長の視察。 

12/15 楽天から電話があり「予定通り作る(月曜にも着工?)」と。 

12/17 鈴木さんが自治会長さんに確認のために聞きに行く。自治会長さんから

は「私は承認したわけではない。反対するのであれば署名など集めたほうがい

いのではないか」とのことだった。 

12/18 山内藤沢市議(以下 Y)、午後３時半に片瀬山駅で鈴木・加藤両氏より話

を聴く。写真 2枚。 

－話の中で、来週早々に楽天から説明を受けたいので申し入れをする。その際

には Y 市議も同席し、隣人など近所の人にも呼びかけたい由。－後日楽天に申

し入れたが楽天側は集団での説明会はしないとの応えだったとのこと。 

12/20 Y 市議、市建設総務課に聴く。①15m以上だと建築申請が必要 ②当該地

は風致地区なので街並景観課への届が必要 とのこと。 

12/20鈴木さん、街並景観課の資料入手。景観課としては、2週間で許可するこ

とになるとのこと。 

12/21 10 時、鈴木宅、署名等の行動案づくり。15-16鈴木・Yで 5 軒訪問 

12/24 10-12 時、鈴木・加藤・Y で 10軒訪問。ここまで署名 10 筆 

12/25 14-16、加藤前県議が視察。17 軒訪問。署名 19 筆。 

これまでに鉄塔から 30m以内の住民 14軒のうち、９軒から賛同署名を得る。 

12/27 署名をもって４名で市長宛て要望書提出。秘書課と市民相談課と 15 分

説明。 

12/28  自治会長へ署名の経過報告。 

*    自治会長より、鎌倉の津西、西鎌倉自治会の方３者で情報共有との報告が

入る。 

 

2022.1/4 楽天側から建築指導課に「鉄塔」の高さが 15m を超えないので建築

確認申請の手続きはいらないことの確認の電話がある。「住民個人への説明に

は応じるが集団説明会はやらない旨のやりとりがあった。 

 

2022.1/5 ４名で藤沢市民相談課長より、上記 1/4 のやりとりについて聴き取

り。課長から「鎌倉市側住民にも説明会などはしないようだ」との話もあった。

課長からは今後、楽天側に①みなさんの要望を伝えること ②鎌倉市側への住
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民説明はどうするかも聴く とのこと。 

・課長面談後４人で、今後について打ち合わせ。①市長要望に対する楽天の回

答を待つ ②自治会長への報告と情報交換 ③署名協力者への報告集会 ④ 

③の参加者として地元市会議員など超党派で働きかける ⑤ ③にあたっては

できれば地域住民主体の「片瀬山駅楽天基地局建設を考える会」発足と規約づ

くりなど提案できるようにしたい。 －など打ち合わせる。 

・鈴木さん、「風致地区での基地局設置について」の文書の提案。 

2022.1/ 5 街並み景観課へ電話。「片瀬山風致地区内に基地局建設の届け出

があった時は Y市議宛てに情報提供を依頼する。 

 1/ 6 Y、自治会長に経過報告の電話。 

1/ 6 Y、谷津市議に連絡、「チームキャッツ」を通じて動きは聞いていたと。

電磁波障害を熱心にフォロー。相互に情報共有することになる。 

1/ 6 Y、鎌倉の吉岡市議に連絡、吉岡さんの方でも「鎌倉市として把握して

いるかどうか、また条例不備があるのではないかどうか」尋ねたいとのこと。 

1/ 7 Y、原田市議に連絡。「基地局つくるのに反対ではないが説明会は必要」。

今後の経過報告会等への協力依頼。 

1/ 7 Y、同柳田市議に連絡。民地につくるので、民法上の規定があるとのこ

と。土地所有者への借地料のこと。今後の協力依頼をする。 

1/ 6 住民より Yへ、モノレール湘南、周辺の学校などへの働きかけについて

の行動の要請。Y としては、「説明会は必要、電磁波について考える会・学習会

は必要」との広い合意を大切に行動したいという理由で態度保留。両者への申

し入れにしても「①説明会を求めたい、②電磁波については世界的に多くの懸

念が上がっている」とのスタンスが大切ではないか。電磁波問題については、

学習会の場に留めてはどうかとの意見。 

1/ 9 茅ヶ崎の S さんを招いての現地視察。①モノレール社への要望書提出 

②白百合学園への働きかけ ③住民の啓発チラシづくり などを検討 

 

1/12 湘南モノレール社への申し入れ活動に９人が参加。合わせて楽天モバイ

ル社へ要望書発送 

1/14 無線基地局考える会ニュース 1号 ―中身は 1/23の発足集会のお誘い 

 *   楽天、周辺住民へ個別説明要望に応じる旨のダイレクトメールを配る 

1/17 鈴木宅にて会議 

1/20 片瀬山現地でニュース 1 号を配布 

1/24 現地にて発足集会 20 人、その後の懇談会にも８人の参加。 

1/24 Y、西鎌倉・Uさんを訪問。加藤宅の修繕片付け開始 

1/26 1/30現地集会のチラシを配布して宣伝。 

1/28 湘南モノレール要請行動中止。湘南モノレール社が楽天に無線基地局建

設用地を貸さないことを正式に決定。 

1/28 藤沢市長からの要望への回答を加藤さんと Y で受け取る。 

1/30 現地にて３人で宣伝。 

 *  楽天、周辺住民に中止のニュース 2号を配布 

1/31 鈴木さんと谷津市議で湘南モノレール社へ挨拶訪問 
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 *  現地周辺住民に考える会として、中止のニュース 3号を配布 100枚 

 

2022.2/10 加藤さん、自宅近くの路上駐車の車にぶつかり骨折事故、法律事

務所に法律相談 

 

2/14 Y、鈴木さん宅訪問、加藤宅自宅の片付け、庭木の伐採など開始。 

2/27新かながわに Yの寄稿文「楽天モバイル社の携帯基地局建設計画 中止さ

せた住民の大きな力 2 か月間のスピード解決」掲載 

 *  斎川さん夫妻による加藤宅自宅の片付けなど本格化 

3/ 1 藤沢エコネットニュース 334 号に「携帯無線基地局の建設中止に―住民運

動と健康上影響の診断書の力」掲載 

4/19 これまでの反省と画家の山内若菜さんを入れて 7 人で今後の話し合い。 

 

2. ギャラリー・エスポアール設立準備と「基地局建設を考える会」

の解散 

2022.5/11 加藤巧宅活用のための第 1 回発起人会 8 人、山内若菜さん、牧野

内さん参加 

   ・加藤さん事故の経過報告 ・それぞれから事業構想の出し合った  

   ・法人化についての構想が出される ・若菜さんの展示構想の発表 

   ・会場の名称について フランス語で希望の意のエスポワールの案での 

    ロゴを検討することになる。 

 *  加藤さん宅自宅の内装工事開始 

 

5/24加藤巧宅活用のための第 2 回発起人会 5人。牧野内さんからの資金支援 

のこと 

5/31・内装工事の費用については牧野内氏個人から加藤巧氏への無償供与で 

    あることを文書にして確認した 

6/29加藤巧宅活用のための第 3 回発起人会 8人、渡辺さん参加。プレオープ 

ンのこと。運営委員会設置のこと。 

7/14プレプレオープン、同第 4 回発起人会 9 人。事業構想の提案 5 人から。 

   ・部屋活用の事業構想についての提案 

   山内:電磁波問題のまとめ、 

   鈴木:健康介護教室・グループホーム構想、 

   牧野内:ツーリズム拠点してのエスポワール、 

   斎川:人文講座の小話案、 

   若菜さん:常設展示について 

   ・牧野内氏からの個人資金による工事費の増加についての懸念が出され、 

   再度 5/31文書の確認をした。また 2階工事の追加についてはいったん止 

   めることになる。 
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2022.7/22 8/3 のプレオープン準備会① ・規模 ・分担 ・受付 ・飲物用

意  

   ・プログラム ・進行係 ・案内状発送 ・宣伝 ・チラシ等確認 

   ・正式オープンの日程については?  

    → 当面は週に 1回のオープンでどうか。運営委員会を開きながら、 

      様子をみて増やしていくやり方でどうか? 

    → 運営委員会・イベント反省会を毎週開催することになる 

    

   ・準備会② 設営準備 「基地局建設を考える会」の解散総会のこと 

 

3. ギャラリーエスポアールのプレオープンと運営開始 

2022.8/3 プレオープン・内覧会に 20 人参加。 

・第 5 回発起人会 9人。水・木午後の週２回のオープンと 

月に１回の運営委員会を決める 

 

8/17第 1回運営委員会 8人。役割分担 会計 斎川、渡辺(若菜さん関係) 

   ・オープン ８月は２回/週、９月から３回/週―火・水・木とする。 

   ・収入支出見積りなど 

 

9/22第 2回運営委員会。8 月来館数 66人、入金 38670 円、支出 16748円。 

10/19 第 3回運営委員会。9 月来館数 51人、入金 34832 円、支出 11903円。 

11/15 第 4回運営委員会。10月来館数 39 人、入金 66289 円、支出 25608円。 

12/22 第 5回運営委員会。11月来館数 71 人、入金 56391 円、支出 26562円。 

2023.1/19第 6回運営委員会。12 月来館数 75 人、入金 77419 円、支出 44793円。 

2/15第 7回運営委員会。1 月来館数 70人、入金 91626 円、支出 36156円。 

3/ 8第 8回運営委員会。2 月来館数 43人、入金 11900 円、支出 36156円。 

4/25第 9回運営委員会。3 月来館数 34人、入金 6900円、支出 30000円。 

 

5/18第 10回運営委員会。4 月来館数 36人、入金 15500 円、支出 16300円。 

・この間の開催イベントのまとめ報告 

 

6/21第 11回運営委員会。5 月来館数 77人、入金 10450 円、支出 16180円。 

・６月初旬１週間の若菜さん個展来場者 60人。ギャラリー収入 87200円。 

   ・南側の樹木４本を伐採。６月台風による雨樋などの修理見積のこと。 

 

7/12第 12回運営委員会。6 月来館数 96人、入金 93650 円、支出 16114円。 

   ・JCOM の精算、暑さ対策としての網戸とアルミブラインド設置のこと。 

   ・秋の若菜さんの展示計画 

 

 8/2 運営委員会１周年記念の集い。ホームぺージを開設。 

8/17第 13回運営委員会。7 月来館数 53人,入金 78750 円、支出 105563円。 


